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令和６年３月26日 釜石市水産審議会【資料５】

(1) 水産施策等に係る現状報告

オ 釜石版ブルーカーボン・オフセット
制度について

１
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１ はじめに

近年、気候変動を背景に、国内では豪雨等が、世界各国では記録的な熱波や寒波、大雨

等が発生している。

国内外における気象災害

多くの生き物の命が失われるなど、甚大な被害が生じている

森林火災（米国カリフォルニア州）令和３年８月大雨被害（日本各地）

（出典）令和４年版 環境・循環型社会・生物多様性白書
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１ はじめに

経済活動 日常生活

温室効果ガスの継続的な排出によって、
人々や生態系にとって深刻で広範囲にわたる不可逆的な影響が生じる可能性

二酸化炭素などの温室効果ガスが気候変動の原因

CO２CO２
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１ はじめに

これらを踏まえ、

令和２年10月、「2050年までに、温室効果ガスの排出を全体として実質的にゼロ
にする、すなわちカーボンニュートラルを目指す」ことを宣言。

国

令和３年10月、「2050年までに二酸化炭素排出実質ゼロを目指す」ことを表明。

当市では、国や市が宣言・表明した目標を達成するため、水産分野では当市独自の
「ブルーカーボン・オフセット制度」創設に向け取り組んできた。

➢ 令和５年５月に事業を開始
令和５年10月には、第１号となるオフセット証明書を交付

釜石市

国による宣言を受けて
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１ はじめに

【参考】https://www.city.kamaishi.iwate.jp/docs/2021102900058/
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２ 釜石版ブルーカーボン・オフセット制度の概要

（１）ブルーカーボン

森林が吸収・固定するCO２をグリーンカーボンという。

海洋生態系が吸収・固定するCO２をブルーカーボンという。

（２）カーボン・オフセット

自らのCO２等の温室効果ガス排出量のうち、どうしても削減できない量の全部又

は一部を、他の場所での排出削減・吸収活動に投資することによって相殺することを

いう。
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２ 釜石版ブルーカーボン・オフセット制度の概要

（３）釜石版ブルーカーボン・オフセット制度について

本制度は、「ブルーカーボン」による二酸化炭素吸収量の増大及び排出量の削減効

果を取引可能なクレジットとして認証し、そのクレジットの売買を行うことで、カー

ボン・オフセットの促進を目指す制度。

（４）ブルーカーボン・オフセットの流れ

市
内
３
漁
協

事
務
局

民
間
企
業
等

養殖ワカメ・コン
ブの生産量報告

CO２吸収量を算出
して、クレジット
を発行

代金 代金

漁業振興などに活用 環境配慮への取組み
をPR
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２ 釜石版ブルーカーボン・オフセット制度の概要

（５）ブルーカーボン・オフセットのメリット

【CSR】

企業の社会的責任。企業は、利益追求、法令順守だけでなく、あらゆるステークホルダー（利害関

係者）の要求に対し適切な対応をとる義務があることを示す。

【ESG投資】

投資家が、環境（Environment）、社会（Social）、統治（Governance）に対する企業の対応を

考慮して行う投資のこと。
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２ 釜石版ブルーカーボン・オフセット制度の概要

（６）クレジットの販売方法等

① クレジット発行量（令和４年度生産分）

39.2ｔ－CO２ ※令和６年２月末現在で29.5－CO２を販売済み。

（30事業者）

② 販売価格

税込み8,800円／ｔ－CO２ ←先行事例の福岡市、横浜市の制度と同じ単価

③ 事務局

株式会社かまいしDMC

④ クレジットの販売方法

株式会社かまいしDMCが実施するワーケーションプログラムとセットで販売。

※ クレジットの購入のみも受け付けている。

（７）注意点

① クレジット量には限りがある。

② CO２の削減に向けた自主的な取組みも必要。

③ 本制度のクレジットは、温対法や省エネ法に基づく報告には活用できない。

➢ ブルーカーボン自体が二酸化炭素吸収源として認められていないため。
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３ 今後の展望


